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・ 推 進 工

(管きょ工(VMφ400mm 小口径管泥土圧方式推進工(低耐荷力方式)))

【C工区】
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1.　数 量 内 訳 集 計 表

VMφ400mm　小口径管泥土圧方式推進工（低耐荷力方式）

名称 形状寸法 単位 数量 備考

管路延長 φ400 ｍ 125.30

管体延長 φ400 ｍ 122.30

推進延長 φ400 ｍ 118.83

低耐荷力泥土圧推進工 普通土（砂質土、粘性土） ｍ 118.83

ｍ

管材料 推進工法用硬質塩化ビニル管

　　φ400mm 先頭管　SUSR L=1.00m/本 本 3

　　φ400mm 標準管　SUSR L=1.00m/本 本 117

　　φ400mm 最終管　SUSR L=1.0m/本 本 3

発進坑口工 鋼製ケーシングφ2000 箇所 3

到達坑口工 鋼矢板Ⅲ型 箇所 2

到達坑口工 既設組立3号 箇所 1

推進設備工 標準作業 箇所 3

先導体据付工 箇所 3

先導体撤去工 分割回収 箇所 3

スクリューコンベア類撤去工 ｍ 118.83

鏡切工 鋼矢板Ⅲ型 箇所 2

鏡切工 鋼製ケーシング 箇所 4

コンクリート削孔 φ475　L=0.42m 箇所 1 V=0.07m3

滑材注入工 ｍ 118.83

　　滑剤 kℓ 3.327

添加材注入工 ｍ 118.83

　　掘削添加材 kg 0.142 日推協P442参照

発生土処分処理 ｍ3 21.04
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推進管径 400 ｍｍ 推　進　工　計　算　書（１） 　

下流側 上流側 下流側 上流側 下流側 上流側 先頭管 標準管 最終管 短管

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ 本 本 本 本 本

既設 L=1.0m

307 M40201-1 M307-1 3号 1号 51.60 0.75 0.45 50.40 1.30 1.05 49.25 0.55 0.60 1.15 1 49 1

L=1.0m

307 M307-2 M307-3 1号 1号 40.70 0.45 0.45 39.80 1.05 1.01 38.64 0.60 0.56 1.16 1 38 1

L=1.0m

307 M307-3 M307-4 1号 1号 33.00 0.45 0.45 32.10 1.01 1.05 30.94 0.56 0.60 1.16 1 30 1

計 125.30 122.30 118.83 3.47 3 117 3

推　進　工　計　算　書（２） 　

先導体 ｽｸﾘｭｰｺﾝﾍﾞｱ 箇所 呼び径400

発進 到達 標準作業 方向転換 据付工 一体回収 分割回収 類 撤 去 工 ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ 鋼矢板Ⅲ型 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 延長 0.028kℓ/m 0.177m3/m

ケーシング 既設組立3号 1

307 M40201-1 M307-1 1 1 1 1 1 49.25 2 0.42 1.379 8.72

ケーシング 鋼矢板Ⅲ型

307 M307-2 M307-3 1 1 1 1 1 38.64 1 1 1.082 6.84

ケーシング 鋼矢板Ⅲ型

307 M307-3 M307-4 1 1 1 1 1 30.94 1 1 0.866 5.48

1

計 3 3 3 3 3 118.83 2 4 0.42 3.327 21.04

※発生土処理V=1/4*π*(0.435+0.02*2)^2*推進延長

備　　考
掘削

添加材

立坑控除分

発生土処理

コンクリー
ト削孔

空伏控除分 管　　　　本　　　　数

備　　考路線番号

下流側 上流側 下流側

マンホール番号

路線番号

マンホール番号

マンホール種別

下流側 上流側

推進用塩ビ管　L=1.0m管

滑剤(kℓ)仮　　　　　設　　　　　備　　　　　工　（箇　所）

人孔間距離 管渠延長

上流側

坑 口 工

人孔控除分

推 進 設 備 工

空伏延長

先導体撤去工

推進延長

鏡　切　り　工
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　　添加材について エンビ・ホリゾン推進協会　技術・標準積算資料　(平成30年度版)P.124　より

1. 水1ｍ3当たりの添加材の使用量

Ｕ = 1/3×( 30－Ｐ0.075 )×α×β

ここに、 U ： 水1m3当たりの添加材の使用料(㎏/m3)

P0.075 ： 0.075mm粒径通過百分率、30％以上は30とする

α ： 地下水質による補正係数

  α ＝ 300(ｇ/ｇ)／当該地下水質での飽和吸水倍率(ｇ/ｇ) 　

　【飽和吸水倍率】

水道水 300～400g/g

地下水 250～350g/g

海　水 50g/g

β ： 均等係数(Uc)による補正係数

　　　Uc≧4・・・・・・・・・・・・・・β=1.0

      4>Uc≧3 ・・・・・・・・・・・β=1.05

      3>Uc≧1・・・・・・・・・・・・β=1.1

2. 地山1ｍ3当たりの添加材溶液の注入係数

Q = [( 30－P0.075 )＋( 40－P0.25 )＋( 50－P2.0 )]×4/5×1/100

ここに、 Q ： 地山1m3当たりの添加材の溶液注入係数

P0.075 ： 0.075mm粒径通過百分率。30％以上は30とする

P0.25 ： 0.25mm粒径通過百分率。40％以上は40とする

P2.0 ： 2.0mm粒径通過百分率。50％以上は50とする

3. 添加材溶液の注入量

V = S×Q×γ

ここで、 V ： 添加材溶液の注入量(m3)

Ｓ ： 切羽(注入)断面積(m2) S = π/4×(先導管外径＋ゆるみ幅×2)2

　　　ゆるみ幅(ｍ)＝0.02(呼び径400)

Ｑ ： 地山1m3当たりの添加材溶液の注入係数

γ ： 注入損失係数(1.5～1.8)

4. 掘削添加材の必要量

G = U×V

ここに、 G ： 添加材の必要量(kg/m)

Ｕ ： 水１m3当りの添加材の使用料(kg/m3)

V ： 添加材溶液の注入量(m3/m)
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　添加材の算出

ボーリング番号 摘要

既No.2(H13)

試料番号 T-2-1

深　さ 4.0～4.5m

　通過百分率　P0.075 mm ％ 98.9

　通過百分率　P0.25 mm ％ 99.8

　通過百分率　P2.0 mm ％ 100.0

　飽和吸水倍率 g/g 350 地下水

　均等係数  Uc

　先導管外径 φ400 mm 435

　注入損失係数　γ 1.65

　P0.075 mm 30.0

　P0.25 mm 40.0

　P2.0 mm 50.0

　補正系数　α 0.86

　補正系数　β 1.10

　ゆるみ幅 mm 20

　切羽断面積　Ｓ m
2 0.1772

　水1m3当たりの添加材の使用量 U ㎏/m
3 0.000

　地山1m3当りの添加材溶液の注入係数 Q 0.000

　添加材溶液の注入量 V ｍ
3 0.000

　掘削添加材の必要量 G ｋｇ/m 0.000

単位
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・ 推 進 工

(管きょ工(VMφ400mm 小口径管泥水方式推進工(低耐荷力方式)))

【C工区】
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1.　数 量 内 訳 集 計 表

VMφ400mm　小口径管泥水方式推進工（低耐荷力方式）

名称 形状寸法 単位 数量 備考

管路延長 φ400 ｍ 81.00

管体延長 φ400 ｍ 80.10

推進延長 φ400 ｍ 78.90

低耐荷力泥水推進工 普通土（粘性土） ｍ 78.90

ｍ

管材料 推進工法用硬質塩化ビニル管

　　φ400mm 先頭管　SUSR L=1.00m/本 本 1

　　φ400mm 標準管　SUSR L=1.00m/本 本 78

最終管　SUSR L=0.60m/本 本 1

切管　  SUSR L=0.50m/本 本 1

発進坑口工 鋼製ケーシングφ2000 箇所 1

到達坑口工 鋼製ケーシングφ2000 箇所 1

推進用機器据付撤去工 箇所 1

先導体据付工 箇所 1

先導体撤去工 分割回収 箇所 1

鏡切工 鋼製ケーシング 箇所 2
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推進管径 400 ｍｍ 推　進　工　計　算　書（１） 　

下流側 上流側 下流側 上流側 下流側 上流側 先頭管 標準管 最終管 切管

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ 本 本 本 本 本

L=0.6m L=0.5m

307 M307-1 M307-2 1号 1号 81.00 0.45 0.45 80.10 1.05 1.05 78.90 1.19 1 78 1 1

計 81.00 80.10 78.90 1.19 1 78 1 1

推進管径 400 ｍｍ 推　進　工　計　算　書（２） 　

先導体

発進 到達 据付工 一体回収 分割回収 ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ 鋼矢板Ⅲ型 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ

ケーシング ケーシング

307 M307-1 M307-2 1 1 1 1 1 2

計 1 1 1 1 1 2

備　　考

管　　　　本　　　　数

備　　考
空伏延長

先導体撤去工

推進延長

鏡　切　り　工

仮　　　　　設　　　　　備　　　　　工　（箇　所）

立坑控除分
管渠延長

路線番号

マンホール番号

マンホール種別

下流側
推進用機器
据付撤去工

推進用機器
据換工

上流側
坑 口 工

人孔控除分
人孔間距離

路線番号

下流側 上流側 下流側

マンホール番号
推進用塩ビ管　L=1.0m管

空伏控除分

上流側
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マンホール番号
区間

名称

管径 ㎜

推進延長 Ｌ ｍ

管底深　ｈ ｍ

処理設備までの距離　ｍ

処理設備高さ ｍ

推進管長 Ｌ' ｍ

掘進速度 ｖ ㎝/min

切羽水圧 kN/㎡

排泥ポンプ ポンプ径

実揚程(m)

P揚程(m)

出力(kw)

送泥ポンプ ポンプ径

実揚程(m)

P揚程(m)

出力(kw)

[Ｖ0] m3

[Ｖ1] m3/本

[Ｖ3] m3/本

[Ｗa4] ｔ/本

[Ｖ4] m3/本

[Ｗa9] ｔ/本

[Ｖ9] m3/本

[Ｖ10] m3/本

[Ｖ11] m3/本

[Ｗ14] ｔ/本

[Ｖ14] m3/本

初期作泥材

粘土 ｔ

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ ㎏

CMC ㎏

水 ｔ

補給作泥材

粘土 ｔ

CMC ㎏

PAC ㎏

水 ｔ

ｱﾙｶﾘ中和剤 ㎏

残土処分量 m3

泥水処分量

① 初期泥水 m3

② 処理泥水 m3

合計

44.97 [Ｖ11]×Ｌ/Ｌ'44.97

19.86 19.86 [Ｖ0]

0.00 0.00 [Ｖ4]×Ｌ/Ｌ'

33.93 [V14]*L/L'

0.00 0.00

33.93

33.93 [V9+V10]*L/L'

0.00 0.00

33.93

0.00 0.00 [Ｗa9]*L/L'

19.86 [Ｖ0]×1.0

17.87 17.87 [Ｖ0]×0.9

19.86

5.96 [Ｖ0]×0.3

993.00 993.00 [Ｖ0]×50

5.96

水過不足

-0.43 〃

-0.43

処理泥水0.57

〃

0.43 比重調整清水

0.00

一次分離(土粒子容積)

0.00 比重調整泥水

一次分離(土粒子重量)

0.00

送泥水

22.21 排泥水

初期泥水

22.07

19.86

0.00

11.0

15.000

6.654

100

11.0

10.036
泥
水
輸
送
設
備

100

15.000

37.2

6.0

1.00

20

2

78.900

3.995 発進部

78.9

推
進
工
法

400

合計 備考
下流側

《泥水輸送設備計画と物質収支計算結果》

M307-2

64.83 64.83 泥水処分計（①+②）

物
　
質
　
収
　
支
　
計
　
算
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・ 立 坑 工

(鋼製ケーシング)

【C工区】
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名　　　称 種　　　別 単位 M307-1 M307-2 M307-4 計 摘　　要

試掘工 φ2000 箇所 1 1

ケーシング長 φ2000 m 5.00 5.30 10.30

(参考割付)　 先端ケーシング　N=1本 m 2.40 2.40 4.80

中間ケーシング　N=1本 m 2.10 2.40 4.50

最終ケーシング　N=1本 m 0.50 0.50 1.00

仮設ケーシング　N=1本 m (2.00) (2.00) (4.00)

総重量 t 4.28 4.46 8.74

圧入・掘削・積込工 H≦8ｍ H≦8ｍ

粘性土(N≦5) m 4.63 4.68 9.31

粘性土(5<N≦30) m

砂質土(N≦30) m 1.20 1.20 2.40

礫質土(N≦30) m 0.22 0.22

礫質土(50<N) m

(計) (m) (5.83) (6.10) (11.93)

5.825 6.103 11.928

圧入深 m 6.03 6.303 12.33

ケーシング引上げ工 m 0.90 0.90 1.80

機械設置・撤去工 箇所 1 1 2

ケーシング溶接工 m 12.60 12.60 25.20 6.3m/箇所

底盤コンクリート築造工 30-18-25BB m
3 5.58 4.96 10.54

仮設ケーシング 回 1 1 2

鏡切り m 推進工にて計上

ケーシング切断工 m 12.07 12.15 12.08 36.30

うわ水排水工 箇所 1 1 2

排水運搬工 箇所 1 1 2

ケーシング立坑用覆工板 φ2000用 枚 1 1 1 3

路面すりつけ工 m 7.86 7.86 15.71

土　　工

埋　　戻 コンクリート m
3 6.12 7.30 5.83 19.25

〃 購入土 m
3 1.24 1.24 1.24 3.73

〃 RC-40 m
3 2.14 2.34 2.38 6.86

舗装破砕 t=5㎝ m
2 2.39 2.39

舗装ガラ処分 m
3 0.12 0.12

残土処分 m
3 19.36 20.46 39.82

仮舗装工
表層：再生密粒度As(13),t=5cm
路盤：再生砕石(RC-40),t=10cm m

2 3.43 3.43

鋼製ケーシング立坑(φ2000)集計表
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m
1.ケーシング長(φ 2000 ) = 5.300 5.30

(参考割付) 先端ケーシング L= 2.40m 2.40 × 1 × = 1.476t

中間ケーシング L= 2.40m 2.40 × 1 × = 1.476t

最終ケーシング L= 0.50m 0.50 × 1 × = 0.308t

仮設ケーシング L= 2.00m = 1.200t

計 = 4.460t

2.圧入・掘削・積込工
m

2－1.粘性土(N≦5) = 4.680 4.68

m
2－2.粘性土(5<N≦30) = -　 -　 

m
2－3.砂質土(N≦30) = 1.200 1.20

m
2－4.砂質土(30<N≦50) = -　 -　 

m
2－5.礫質土(N≦30) = 0.223 0.22

m
2－6.礫質土(30<N≦50) = -　 -　 

m
2－7.礫質土(N<50) = -　 -　 

m
計 = 6.103 6.10

3.圧入深
m

6.103 + 0.200 = 6.303 6.30

4.ケーシング引上げ工
m

= 0.900 0.90

5.機械設置・撤去工
箇所

= 1 1

6.ケーシング溶接工
m 箇所 m

三重県積算基準(下水道編)より 6.300 × 2 = 12.600 12.60

7.底盤コンクリート築造工 (30-18-25BB)
m
3

三重県積算基準(下水道編)より × 1.600 = 4.960 4.96

8.仮設ケーシング
回

φ 2,000 H=2.000m = 1.000 1
t

= 1.200 1.20

M307-2 両発進立坑

0.615t/m

0.615t/m

0.615t/m

3.1ｍ3/ｍ
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9.鏡切り

推進管の鏡切りは推進工にて計上 = -

↓L= 0.000
{(0.000 + 0.00) × π + 0.000 × 2} × 0 =    -

↓L=
{(0.000 + 0.00) × π + 0.000 × 2} × 0 =    -

m

合計 = 0.000 0.00

10.ケーシング切断工
m

π × 2.090 + (1.397 － 0.000) × 4 = 12.154 12.15

11.スクラップ(撤去)

ケーシング 1.397 × 0.615 t/m = 0.859

鏡切り π/4 × (0.420 + 0.10)^2 × 0.0942 t/m2

× 2 = 0.040

鏡切り π/4 × (0.000 + 0.00)^2 × 0.0942 t/m2

× 0 = 　 -

鏡切り π/4 × (0.000 + 0.00)^2 × 0.0942 t/m2

× 0 = 　 -
t

合計 = 0.899 0.90

12.埋殺しケーシング
t

(5.300 - 1.397) × 0.615 t/m － 0.040 = 2.360 2.36

13.ケーシング立坑用覆工板(φ 2000用 )
枚

= 1 1

13.路面すりつけ工
m

π × 2.500 = 7.855 7.86
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1.埋戻

　　1-1.コンクリート

π/4 × 2.066^2 × (4.503 - 1.500） = 10.067

(控除分)
↓底版+嵩上げコンクリート

マンホール π/4 × 1.10^2 × 0.338 =
↓4.503-1.500-0.130-0.208

π/4 × 1.05^2 × 2.665 =

管 π/4 × 0.420^2 × 0.508 × 1 =

π/4 × 0.420^2 × 0.508 × 1 =

計 =
　　　　　 m3

V = 10.067 - 2.769 = 7.298 7.30

　　1-2.流用土(購入土)
π/4 × 2.066^2 × 0.500 = 1.676

(控除分)

マンホール π/4 × 1.05^2 × 0.500 =

　　　　　 m3

V = 1.676 - 0.433 = 1.243 1.24

　　1-3.RC-40 ↓1.000-舗装厚(0.10)
π/4 × 2.066^2 × 0.900 = 3.017

(控除分)
↓1.000-(0.13+0.035+0.10+0.30)

マンホール π/4 × 1.05^2 × 0.435 =

π/8 × (1.05^2 + 0.82^2) × 0.30 =
↓0.13+0.035+0.10-0.10

π/4 × 0.82^2 × 0.165 =

計 =

　　　　　 m3

V = 3.017 - 0.673 = 2.344 2.34

2.舗装破砕

π/4 × ＝
(控除分)

× =

　　　　　 m2

A = - =

3.残土処分
　　　 　　m3

π/4 × 2.066^2 × 6.103 = 20.459 20.46

土 工(M307-2 両発進立坑)

(-)0.321

(-)2.308

(-)0.070

(-)0.070

(-)2.769

(-)0.433

(-)0.377

(-)0.209

(-)0.087

(-)0.673
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m
1.ケーシング長(φ 2000 ) = 4.800 4.80

(参考割付) 先端ケーシング L= 2.40m 2.40 × 1 × = 1.476t

中間ケーシング L= 0.00m 0.00 × 0 × = 0.000t

最終ケーシング L= 2.40m 2.40 × 1 × = 1.476t

仮設ケーシング L= 2.00m = 1.200t

計 = 4.152t

2.圧入・掘削・積込工
m

2－1.粘性土(N≦5) = 4.422 4.42

m
2－2.粘性土(5<N≦30) = -　 -　 

m
2－3.砂質土(N≦30) = 1.200 1.20

m
2－4.砂質土(30<N≦50) = -　 -　 

m
2－5.礫質土(N≦30) = -　 -　 

m
2－6.礫質土(30<N≦50) = -　 -　 

m
2－7.礫質土(N<50) = -　 -　 

m
計 = 5.622 5.62

3.圧入深
m

5.622 + 0.200 = 5.822 5.82

4.ケーシング引上げ工
m

= 0.900 0.90

5.機械設置・撤去工
箇所

= 1 1

6.ケーシング溶接工
m 箇所 m

三重県積算基準(下水道編)より 6.300 × 1 = 6.300 6.30

7.底盤コンクリート築造工 (30-18-25BB)
m
3

三重県積算基準(下水道編)より × 1.700 = 5.270 5.27

8.仮設ケーシング
回

φ 2,000 H=2.000m = 1.000 1
t

= 1.200 1.20

M307-4 発進到達立坑

0.615t/m

0.615t/m

0.615t/m

3.1ｍ3/ｍ
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9.鏡切り

推進管の鏡切りは推進工にて計上 = -

↓L=
{(0.000 + 0.00) × π + 0.000 × 2} × 0 =    -

↓L=
{(0.000 + 0.00) × π + 0.000 × 2} × 0 =    -

m

合計 = 0.000 0.00

10.ケーシング切断工
m

π × 2.090 + (1.378 － 0.000) × 4 = 12.078 12.08

11.スクラップ(撤去)

ケーシング 1.378 × 0.615 t/m = 0.847

鏡切り π/4 × (0.420 + 0.10)^2 × 0.0942 t/m2

× 1 = 0.020

鏡切り π/4 × (0.526 + 0.10)^2 × 0.0942 t/m2

× 1 = 0.029

鏡切り π/4 × (0.000 + 0.00)^2 × 0.0942 t/m2

× 0 = 　 -
t

合計 = 0.896 0.90

12.埋殺しケーシング
t

(4.800 - 1.378) × 0.615 t/m － 0.049 = 2.056 2.06

13.ケーシング立坑用覆工板(φ 2000用 )
枚

= 1 1

13.路面すりつけ工
m

π × 2.500 = 7.855 7.86
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1.埋戻

　　1-1.コンクリート

π/4 × 2.066^2 × (3.922 - 1.500） = 8.119

(控除分)
↓底版+嵩上げコンクリート

マンホール π/4 × 1.10^2 × 0.188 =
↓3.922-1.500-0.130-0.058

π/4 × 1.05^2 × 2.234 =

管 π/4 × 0.420^2 × 0.508 × 1 =

π/4 × 0.526^2 × 0.508 × 1 =

計 =
　　　　　 m3

V = 8.119 - 2.293 = 5.826 5.83

　　1-2.流用土(購入土)
π/4 × 2.066^2 × 0.500 = 1.676

(控除分)

マンホール π/4 × 1.05^2 × 0.500 =

　　　　　 m3

V = 1.676 - 0.433 = 1.243 1.24

　　1-3.RC-40 ↓1.000-舗装厚(0.10)
π/4 × 2.066^2 × 0.900 = 3.017

(控除分)
↓1.000-(0.13+0.004+0.15+0.45)

マンホール π/4 × 1.05^2 × 0.266 =

π/8 × (1.05^2 + 0.82^2) × 0.45 =
↓0.13+0.004+0.15-0.10

π/4 × 0.82^2 × 0.184 =

計 =

　　　　　 m3

V = 3.017 - 0.641 = 2.376 2.38

2.舗装破砕

π/4 × ＝
(控除分)

× =

　　　　　 m2

A = - =

3.残土処分
　　　 　　m3

π/4 × 2.066^2 × 5.622 = 18.847 18.85

土 工(M307-4 発進到達立坑)

(-)0.179

(-)1.934

(-)0.070

(-)0.110

(-)2.293

(-)0.433

(-)0.230

(-)0.314

(-)0.097

(-)0.641
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M307-1 発進到達立坑 築造工集計表(ケーシング立坑)

名　　　称 種　　　別 単位 数　　量 摘　　要

試掘工 φ2000 箇所 1

ケーシング長 φ2000 m 5.00

(参考割付)　 先端ケーシング　N=1本 m 2.40

中間ケーシング　N=1本 m 2.10

最終ケーシング　N=1本 m 0.50

仮設ケーシング　N=1本 m (2.00)

総重量 t 4.28

圧入・掘削・積込工
H≦8ｍ 8m<H≦9m 9m<H≦15m

粘性土(N≦5)
m 4.63

粘性土(5<N≦30)
m

砂質土(N≦30)
m 1.20

礫質土(N≦30)
m

礫質土(50<N)
m

(計) (m) (5.83) (0.00) (0.00)

5.825

圧入深 m 6.03

ケーシング引上げ工 m 0.90

機械設置・撤去工 箇所 1

ケーシング溶接工 m 12.60

底盤コンクリート築造工 30-18-25BB m3 5.58

仮設ケーシング 回 1

鏡切り m 0.00 推進工にて計上

ケーシング切断工 m 12.07

うわ水排水工 箇所 1

排水運搬工 箇所 1

ケーシング立坑用覆工板 φ2000用 枚 1

路面すりつけ工 m 7.86

土　　工

埋　　戻 コンクリート m3 6.12

〃 流用土(購入土) m3 1.24

〃 RC-40 m3 2.14

舗装破砕 t=5㎝ m2 2.39

舗装ガラ処分 m3 0.12

残土処分 m3 19.36

仮舗装工 表層：再生密粒度As(13),t=3cm
路盤：再生砕石(RC-40),t=14cm m2 3.43
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1.舗装切断工 t=0.05m
m

0.912 × 8 = 7.296 7.30

2.舗装版破砕 t=0.05m
m2

0.912 × 1.10 / 2 × 8 = 4.013 4.01

3.掘削工 h=1.45m
m3

0.912 × 1.10 / 2 × 8 × 1.450 = 5.819 5.82

4.埋戻工 購入土 h=0.50m
m3

0.912 × 1.10 / 2 × 8 × 0.500 = 2.006 2.01

5.埋戻工 RC-40 h=0.97m
m3

0.912 × 1.10 / 2 × 8 × 0.970 = 3.892 3.89

6.表層工 (仮復旧) 密粒度アスコン t=0.03m
m2

0.912 × 1.10 / 2 × 8 = 4.013 4.01

7.残土処分
m3

掘削土 5.819 = 5.819 5.82

8.殻運搬処理
m3

0.912 × 1.10 / 2 × 8 × 0.050 = 0.201 0.20

試掘工(M307-1 発進到達立坑)
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呼び径
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m
1.ケーシング長(φ 2000 ) = 5.000 5.00

(参考割付) 先端ケーシング L= 2.40m 2.40 × 1 × = 1.476t

中間ケーシング L= 2.10m 2.10 × 1 × = 1.292t

最終ケーシング L= 0.50m 0.50 × 1 × = 0.308t

仮設ケーシング L= 2.00m = 1.200t

計 = 4.276t

2.圧入・掘削・積込工
m

2－1.粘性土(N≦5) = 4.625 4.63

m
2－2.粘性土(5<N≦30) = -　 -　 

m
2－3.砂質土(N≦30) = 1.200 1.20

m
2－4.砂質土(30<N≦50) = -　 -　 

m
2－5.礫質土(N≦30) = -　 -　 

m
2－6.礫質土(30<N≦50) = -　 -　 

m
2－7.礫質土(N<50) = -　 -　 

m
計 = 5.825 5.83

3.圧入深
m

5.825 + 0.200 = 6.025 6.03

4.ケーシング引上げ工
m

= 0.900 0.90

5.機械設置・撤去工
箇所

= 1 1

6.ケーシング溶接工
m 箇所 m

三重県積算基準(下水道編)より 6.300 × 2 = 12.600 12.60

7.底盤コンクリート築造工 (30-18-25BB)
m
3

三重県積算基準(下水道編)より × 1.800 = 5.580 5.58

8.仮設ケーシング
回

φ 2,000 H=2.000m = 1.000 1
t

= 1.200 1.20

M307-1 発進到達立坑

0.615t/m

0.615t/m

0.615t/m

3.1ｍ3/ｍ
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9.鏡切り

推進管の鏡切りは推進工にて計上 = -

↓L= 0.000
{(0.000 + 0.00) × π + 0.000 × 2} × 0 =    -

↓L=
{(0.000 + 0.00) × π + 0.000 × 2} × 0 =    -

m

合計 = 0.000 0.00

10.ケーシング切断工
m

π × 2.090 + (1.375 － 0.000) × 4 = 12.066 12.07

11.スクラップ(撤去)

ケーシング 1.375 × 0.615 t/m = 0.846

鏡切り π/4 × (0.420 + 0.10)^2 × 0.0942 t/m2

× 2 = 0.040

鏡切り π/4 × (0.000 + 0.00)^2 × 0.0942 t/m2

× 0 = 　 -

鏡切り π/4 × (0.000 + 0.00)^2 × 0.0942 t/m2

× 0 = 　 -
t

合計 = 0.886 0.89

12.埋殺しケーシング
t

(5.000 - 1.375) × 0.615 t/m － 0.040 = 2.189 2.19

13.ケーシング立坑用覆工板(φ 2000用 )
枚

= 1 1

13.路面すりつけ工
m

π × 2.500 = 7.855 7.86
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1.埋戻

　　1-1.コンクリート

π/4 × 2.066^2 × (4.025 - 1.500） = 8.465

(控除分)
↓底版+嵩上げコンクリート

マンホール π/4 × 1.10^2 × 0.188 =
↓4.025-1.500-0.130-0.058

π/4 × 1.05^2 × 2.337 =

管 π/4 × 0.420^2 × 0.508 × 1 =

π/4 × 0.420^2 × 0.508 × 1 =

計 =
　　　　　 m3

V = 8.465 - 2.343 = 6.122 6.12

　　1-2.流用土(購入土)
π/4 × 2.066^2 × 0.500 = 1.676

(控除分)

マンホール π/4 × 1.05^2 × 0.500 =

　　　　　 m3

V = 1.676 - 0.433 = 1.243 1.24

　　1-3.RC-40 ↓1.000-舗装厚(0.05+0.12)
π/4 × 2.066^2 × 0.830 = 2.782

(控除分)
↓1.000-(0.13+0.007+0.10+0.30)

マンホール π/4 × 1.05^2 × 0.463 =

π/8 × (1.05^2 + 0.82^2) × 0.30 =
↓0.13+0.007+0.10-0.17

π/4 × 0.82^2 × 0.067 =

計 =

V = 2.782 - 0.645 = 2.137 2.14

2.舗装破砕

π/4 × ＝
(控除分)

自由勾配側溝 × =
　　　　　 m2

A = 3.431 - 1.045 = 2.386 2.39

3.舗装ガラ処分
　　　 　　m3

2.386 × 0.050 = 0.119 0.12

4.残土処分
　　　 　　m3

π/4 × 2.066^2 × (5.825 - 0.05) = 19.360 19.36

土 工(M307-1 発進到達立坑)

(-)0.179

(-)2.024

(-)0.070

(-)0.070

(-)2.343

0.500 2.090 (-)1.045

(-)0.433

(-)0.401

(-)0.209

(-)0.035

(-)0.645

2.090^2 3.431
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・ 立 坑 工

(鋼矢板)

【C工区】
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種 別 細 別 種目･形状寸法 単位
M307-3

両到達立坑
計 備考

土 工 舗装切断 ｔ≦10cm m

舗装取壊 アスファルト舗装 m2

舗装ガラ処分 m3

上部掘削
H≦6.0m

バックホウ0.8m3 m3 18.1 18.1 

下部掘削
6.0m＜H≦19ｍ

クラムシェル0.4m3 m3

機械埋戻 良質土(購入土) m3

〃 再生砕石(RC-40) m3 10.7 10.7 

〃 砂 m3 2.7 2.7 

発生土処分 m3 18.1 18.1 

立坑基礎工 基礎コンクリート 18-8-25BB m3

基礎砕石 RC-40,t=15cm m2

〃 RC-40,t=20cm m2 4.0 4.0 

土 留 工 鋼矢板圧入 Ⅲ型 L=9.50m 枚 20 20 

〃 Ⅲ型 L=8.50m 枚

〃 ｔ 11.400 11.400 

鋼矢板引抜き Ⅲ型 L=9.50m 枚 16 16 

〃 Ⅲ型 L=8.50m 枚

〃 ｔ 9.120 9.120 

〃 Ⅲ型 L=3.31m 枚 2 2 下流側

〃 Ⅲ型 L=3.21m 枚 2 2 上流側

〃 Ⅲ型 L=3.50m 枚 下流側

〃 Ⅲ型 L=3.48m 枚 上流側

〃 下流+上流 ｔ 0.782 0.782 

鋼矢板残置 Ⅲ型 L=6.19m 枚 2 2 下流側

〃 Ⅲ型 L=6.29m 枚 2 2 上流側

〃 Ⅲ型 L=5.00m 枚 下流側

〃 Ⅲ型 L=5.02m 枚 上流側

〃 残置重量 ｔ 1.498 1.498 

鋼矢板切断 Ⅲ型　 m 1.60 1.60 

搬入重量 ｔ 11.400 11.400 

搬出重量 ｔ 9.120 9.120 

スクラップ 下流+上流 ｔ 0.846 0.846 

支 保 工 主部材 ｔ 1.160 1.160 

副部材(Ａ) ｔ 0.255 0.255 

副部材(B) ｔ 0.046 0.046 

設置 ｔ 1.461 1.461 

撤去 ｔ 1.461 1.461 

搬入重量 ｔ 1.461 1.461 

搬出重量 ｔ 1.415 1.415 

鋼矢板式立坑工集計表(1/2)
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種 別 細 別 種目･形状寸法 単位
M307-3

両到達立坑
計 備考

管基礎工 空伏せ工
コンクリート
18-8-25BB m3 下流側

－〃－ m3 上流側

計 m3

コンクリート(調整部)
18-8-40BB m3 下流側

－〃－ m3 上流側

計 m3

型枠 m2 下流側

－〃－ m2 上流側

計 m2

鉄筋
D13,SD345

ｔ 下流側

－〃－ ｔ 上流側

計 ｔ

目地材
エラスタイトt=20 m2 下流側

－〃－ m2 上流側

計 m2

仮復旧工 表層
再生密粒度As(13)

t=3cm m2

路盤
再生砕石(RC-40)

t=14cm m2

管路路面覆工 覆工板 2000×1000 m2

〃 3000×1000 m2 9.0 9.0 

受　桁 H－350×350×12×19孔 ｔ 0.900 0.900 

桁　受 H－300×300×10×15孔 ｔ

鋼矢板式立坑工集計表(2/2)
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土工

舗装切断 cm

＋ × ＝ m

舗装取壊 × ＝ m
2

舗装ガラ処分 × ＝ m
3

上部掘削 Ｈ ≦ ｍ

バックホウ0.8m
3

× ＝

× ＝

＝

＝ m
3

下部掘削 ＜ Ｈ ≦

クラムシェル0.4m
3

× ＝

× ＝ m
3

掘削面積 掘削深

土　量 Ｖ＝

計 18.056 18.06

6.0m 19m

立坑長辺 立坑短辺

面　積 Ａ＝

18.056

舗装ガラ

舗装控除 Ｖ2＝

掘削面積 掘削深

土　量 Ｖ1＝ 4.000 4.514

6.00

長辺 短辺

面　積 Ａ＝ 2.000 2.000 4.000

取壊面積 舗装厚

車道 Ｖ1＝

車道 Ａ1＝

車道 Ｌ1＝

道路種別 車道 ｔ＝

M307-3両到達立坑計算書(鋼矢板2000×2000) 1/6

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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機械埋戻

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

控除 嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ径

Ｖ3＝ × 2
× ＝

Ｖ4＝ × 2
× ＝

躯体・直壁(１種) 直壁高(砂基礎から上部)

Ｖ5＝ × 2
× ＝

Ｖ6＝ 2
＋

2
) ＝

直壁(１種)

Ｖ7＝ × 2
× ＝

× 2
× ＝

下流推進管空伏せ 延長

× × ＝

上流推進管空伏せ 延長

× × ＝

＝ m
3

砂

× ＝

× × ＋ ＝

控除
2
×π/4 × ＝

躯体・直壁(１種)

2
×π/4 × ＝

＝ m
3計 2.662 2.66

深さ

Ｖ3＝ 1.050 0.723 -0.626

Ｖ1＝ 4.000 3.4121/2 ( 0.803 0.903 )

(平均)

底版 深さ

Ｖ2＝ 1.100 0.130

立坑 Ａ1＝ 2.000 2.000 4.000

-0.124

計 10.647 10.65

長辺 短辺

Ｖ10＝ 2.00 0.903 1.000 -1.806

π/4 0.820 0.184 -0.097

Ｖ9＝ 2.00 0.803 1.000 -1.606

Ｖ8＝

π/4×1/2×( 0.820 1.050 ×0.300 -0.209

調整ﾘﾝｸﾞ径 調整ﾘﾝｸﾞ高

直壁高

π/4

π/4 1.050 2.877 -2.491

斜壁上部径 斜壁下部径 斜壁高

π/4

ｺﾝｸﾘｰﾄ高

π/4

底版(1種) 高

Ｖ1＝ 4.000 4.214 16.856

Ｖ2＝ 4.000

M307-3両到達立坑計算書(鋼矢板2000×2000) 2/6

名　　称 算　　　　　式 数　　量

立坑短辺

立坑 Ａ2＝ 2.000 2.000 4.000

再生砕石(RC-40) 長辺 短辺

布掘り Ａ1＝

立坑長辺
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発生土処分 総掘削土量

＋ ＝

発生土埋戻土量

＝

総掘削土量 発生土埋戻

－ ÷ ＝ m
3

立坑基礎工

基礎コンクリート × × ＝ m
3

(18-8-25BB)

基礎砕石 × ＝ m
2

(RC-40)　

t=20cm

Ｖ＝ 2.000 2.000 4.000 4.00

立坑長辺 立坑短辺

立坑長辺 立坑短辺 基礎厚

Ｖ＝ 2.000 2.000

Ｖ＝ 18.056 0.9 18.056 18.06

18.056

発生土

Ｖ2＝

上部掘削 下部掘削

Ｖ1＝ 18.056

M307-3両到達立坑計算書(鋼矢板2000×2000) 3/6

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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土留工

鋼矢板 鋼矢板種別 Ⅲ型

1.0m当り重量 Ｗ＝　60.0 kg/m

1.0m
2
当り重量 ｗ＝　150.0 kg/m

2

鋼矢板圧入 m - m

＋ × 2 ÷ ＝ 枚

× × ＝ ｔ

鋼矢板引抜き 標準部 m - m

－ ＝ 枚

× × ＝ ｔ

管路下流側

－ － ＝ m

＝ 枚

× × ＝ ｔ

管路上流側

－ － ＝ m

＝ 枚

× × ＝ ｔ

鋼矢板残置 管路下流側

－ - ＝ m

＝ 枚

× × ＝ ｔＷ＝ 6.190 2 0.060 0.743 0.743

残置枚数

Ｎ＝ 2 2 2

矢板長 枚数 1m当り重量

Ｌ＝ 9.500 3.310 6.190 6.190

0.385 0.385

Ⅲ型

打込み長 引抜き長 地上突出部

矢板長 枚数 1m当り重量

Ｗ＝ 3.210 2 0.060

3.210

引抜き枚数

Ｎ＝ 2 2 2

Ｌ＝ 3.510 0.250 0.050 3.210

0.397 0.397

Ⅲ型

土被り 覆工板厚 鏡切余裕

矢板長 枚数 1m当り重量

Ｗ＝ 3.310 2 0.060

3.310

引抜き枚数

Ｎ＝ 2 2 2

Ｌ＝ 3.610 0.250 0.050 3.310

Ⅲ型

土被り 覆工板厚 鏡切余裕

矢板長 枚数 1m当り重量

Ｗ＝ 9.500 16 0.060

打込み枚数 管路上・下流側

Ｎ＝ 20 4 16 16

9.120 9.120

突出高

Ⅲ型 Ｌ＝ 9.500 9.500

矢板長 枚数 1m当り重量

Ｗ＝ 9.500 20 0.060 11.400 11.400

立坑長辺 立坑短辺 矢板幅

Ｎ＝ (2.000 2.000) 0.400 20 20

矢板長 突出高

Ⅲ型 Ｌ＝ 9.500 9.500

M307-3両到達立坑計算書(鋼矢板2000×2000) 4/6

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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管路上流側

－ - ＝ m

＝ 枚

× × ＝ ｔ

残置重量 ＋ ＝ ｔ

鋼矢板切断

＋ ＝

× ＝ m

搬入重量 ＝ ｔ

搬出重量 ＝ ｔ

スクラップ (L=3.310m,3.210m:ｽｸﾗｯﾌﾟ長5m未満)

＋ ＝

＋ ＝

＋ ＝

＝ ｔ

支保工

鋼製支保 腹起し 1段目 H－300×300×10×15(加工材)

× × ＝

× × ＝

＝

腹起し 2段目 H－300×300×10×15(加工材)

× × ＝

× × ＝

＝

Ｗ2＝ 1.150 2 0.100 0.230

計 0.580

Ｗ1＝ 1.750 2 0.100 0.350

計 0.580

Ｗ2＝ 1.150 2 0.100 0.230

Ｗ1＝ 1.750 2 0.100 0.350

0.032

計 0.846 0.846

上流管外径 鏡切り余裕 1m2当り重量

Ｗ3＝ (0.420 0.100) 2　
×π/4× 0.150

Ｗ2＝ (0.420 0.100) 2　
×π/4× 0.150 0.032

Ｗ1＝ 0.397 0.385 0.782

下流管外径 鏡切り余裕 1m2当り重量

標準

Ｗ＝ 9.120 9.120 9.120

管路下流側 管路上流側

1.60

打込み重量

Ｗ＝ 11.400 11.400 11.400

4

矢板幅

Ｌ＝ 4 0.400 1.600

Ⅲ型

管路下流 管路上流

Ｎ＝ 2 2

0.755 0.755

Ｗ＝ 0.743 0.755 1.498 1.498

矢板長 枚数 1m当り重量

Ｗ＝ 6.290 2 0.060

6.290 6.290

残置枚数

Ｎ＝ 2 2 2

Ⅲ型

打込み長 引抜き長 地上突出部

Ｌ＝ 9.500 3.210

M307-3両到達立坑計算書(鋼矢板2000×2000) 5/6

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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腹起し重量

＋ ＝ ｔ

切梁 1段目 (加工材)

キリンジャッキ

－ × × ＝

切梁 2段目 (加工材)

キリンジャッキ

－ × × ＝

切梁重量

＋ ＝ ｔ

主部材重量

＋ ＝ ｔ

副部材(A)

× ＝ ｔ

副部材(B)

× ＝ ｔ

支保材設置撤去 ＋ ＋ ＝ ｔ

搬入重量 ＋ ＋ ＝ ｔ

搬出重量 ＋ ＝ ｔ

管路路面覆工

覆工板 × ＝ m
2

受桁 H－350×350×12×19(加工材)

× × ＝ ｔ

桁受 (加工材)

× × ＝ ｔ

1.461 1.461

主部材

Ｗ＝ 1.160 1.415 1.415

主部材 副部材(A) 副部材(B)

Ｗ＝ 1.160 0.255 0.046

副部材(A)

0.255

0.046 1.461 1.461

主部材 副部材(B)率

Ｗ＝ 1.160 0.040 0.046 0.046

主部材 副部材(A) 副部材(B)

Ｗ＝ 1.160 0.255

1.160

主部材 副部材(A)率

Ｗ＝ 1.160 0.220 0.255 0.255

腹起し 切梁

Ｗ＝ 1.160 1.160

Ｗ＝

Ｗ2＝ 0.500 )

Ｗ1＝ 0.500 )

Ｗ＝ 0.580 0.580 1.160 1.160

M307-3両到達立坑計算書(鋼矢板2000×2000) 6/6

名　　称 算　　　　　式 数　　量

Ａ＝ 9.000 9.003.000 3.000

(3000×1000)

Ｗ＝ 3.000 2 0.150 0.900

Ｗ＝

0.900
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・ 地 盤 改 良 工

【C工区】
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薬　液　注　入　工　数　量　集　計　表

M40201-1 M307-1 M307-1 M307-2 M307-2 M307-3 M307-3
到達人孔【上流側】 発進到達立坑【下流側】 発進到達立坑【上流側】 両発進立坑【下流側】 両発進立坑【上流側】 両到達立坑【下流側】 両到達立坑【上流側】

注入本数 本 6 8 8 11 8 5 5

粘性土 0≦Ｎ＜4 ｍ 2.722 2.405 2.355 2.733 2.713 2.752 2.652

粘性土 4≦Ｎ＜8 〃

砂質土 0≦Ｎ＜10 〃 0.278 0.595 0.645 0.267 0.287 0.248 0.348

砂質土 10≦Ｎ＜30 〃

砂質土 30≦Ｎ 〃

砂礫土 Ｎ＜50 〃

砂礫土 50≦Ｎ 〃

合　　　計 ｍ 3.000 3.000 3.000 3.000 3.000 3.000 3.000

１次注入 ℓ 519 516 498 511 546 555 552

２次注入 〃 301 348 343 294 317 316 331

総注入量 kℓ 4.92 6.914 6.731 8.848 6.904 4.355 4.418

粘性土 ｍ 3.802 3.485 3.435 3.813 3.793 3.832 3.732

砂質土 〃 1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 1.200 1.200

砂礫土 〃

合　　　計 〃 5.002 4.685 4.635 5.013 4.993 5.032 4.932

M307-4
発進到達立坑【下流側】

注入本数 本 8 59

粘性土 0≦Ｎ＜4 ｍ 2.302 20.634

粘性土 4≦Ｎ＜8 〃

砂質土 0≦Ｎ＜10 〃 0.698 3.366

砂質土 10≦Ｎ＜30 〃

砂質土 30≦Ｎ 〃

砂礫土 Ｎ＜50 〃

砂礫土 50≦Ｎ 〃

合　　　計 ｍ 3.000 -

１次注入 ℓ 528 4225

２次注入 〃 373 2623

総注入量 kℓ 7.202 50.292

粘性土 ｍ 3.382 29.274

砂質土 〃 1.200 9.600

砂礫土 〃

合　　　計 〃 4.582 38.874

合　計

１本当り
注入長

１本当り
注入量

１孔当り
ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ長

（二重管ストレ－ナ複相方式）

名　称 規　　　　格

名　称 規　　　　格 単位

単位

１本当り
注入長

１本当り
注入量

１孔当り
ﾎﾞ-ﾘﾝｸﾞ長
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注入箇所 【 M40201-1 】 到達人孔【上流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 5.624 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 6 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 15.309 2.722 18.7 9.3 2.863 1.424 4.287

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 1.563 0.278 16.2 24.3 0.253 0.380 0.633

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 16.872 3.000 5.002 3.116 1.804 4.920

　　1本当り注入量 Ｑs 519 ℓ 301 ℓ 820 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 820/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.802 15.21

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 5.002 21.21 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

＝ 8.36 本

＝ 51.25 分

＝ 4.00 分

＝ 90.46 分

3.802

1.200

　　　＝ 0.72 日

Ｔ1＝ 14.00 分
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注入箇所 【 M307-1 】 発進到達立坑【下流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 7.562 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 8 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 18.187 2.405 18.7 9.3 3.401 1.691 5.092

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 4.499 0.595 16.2 24.3 0.729 1.093 1.822

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 22.686 3.000 4.685 4.130 2.784 6.914

　　1本当り注入量 Ｑs 516 ℓ 348 ℓ 864 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 864/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.485 13.94

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 4.685 19.94 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

3.485

1.200

Ｔ1＝ 14.00 分

＝ 54.00 分

＝ 3.37 分

＝ 91.31 分

　　　＝ 0.97 日 ＝ 8.28 本
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注入箇所 【 M307-1 】 発進到達立坑【上流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 7.312 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 8 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 17.220 2.355 18.7 9.3 3.220 1.601 4.821

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 4.716 0.645 16.2 24.3 0.764 1.146 1.910

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 21.936 3.000 4.635 3.984 2.747 6.731

　　1本当り注入量 Ｑs 498 ℓ 343 ℓ 841 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 841/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.435 13.74

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 4.635 19.74 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

＝ 8.44 本

＝ 52.56 分

＝ 3.27 分

＝ 89.57 分

3.435

1.200

　　　＝ 0.95 日

Ｔ1＝ 14.00 分
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注入箇所 【 M307-2 】 両発進立坑【下流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 10.132 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 11 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 27.691 2.733 18.7 9.3 5.178 2.575 7.753

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 2.705 0.267 16.2 24.3 0.438 0.657 1.095

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 30.396 3.000 5.013 5.616 3.232 8.848

　　1本当り注入量 Ｑs 511 ℓ 294 ℓ 804 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 804/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.813 15.25

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 5.013 21.25 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

＝ 8.44 本

＝ 50.25 分

＝ 4.03 分

＝ 89.53 分

3.813

1.200

　　　＝ 1.30 日

Ｔ1＝ 14.00 分
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注入箇所 【 M307-2 】 両発進立坑【上流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 7.882 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 8 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 21.384 2.713 18.7 9.3 3.999 1.989 5.988

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 2.262 0.287 16.2 24.3 0.366 0.550 0.916

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 23.646 3.000 4.993 4.365 2.539 6.904

　　1本当り注入量 Ｑs 546 ℓ 317 ℓ 863 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 863/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.793 15.17

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 4.993 21.17 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

＝ 8.12 本

＝ 53.94 分

＝ 3.99 分

＝ 93.10 分

3.793

1.200

　　　＝ 0.99 日

Ｔ1＝ 14.00 分
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注入箇所 【 M307-3 】 両到達立坑【下流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 5.000 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 5 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 13.760 2.752 18.7 9.3 2.573 1.280 3.853

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 1.240 0.248 16.2 24.3 0.201 0.301 0.502

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 15.000 3.000 5.032 2.774 1.581 4.355

　　1本当り注入量 Ｑs 555 ℓ 316 ℓ 871 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 871/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.832 15.33

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 5.032 21.33 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

＝ 8.06 本

＝ 54.44 分

＝ 4.06 分

＝ 93.83 分

3.832

1.200

　　　＝ 0.62 日

Ｔ1＝ 14.00 分
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注入箇所 【 M307-3 】 両到達立坑【上流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 5.000 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 5 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 13.260 2.652 18.7 9.3 2.480 1.233 3.713

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 1.740 0.348 16.2 24.3 0.282 0.423 0.705

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 15.000 3.000 4.932 2.762 1.656 4.418

　　1本当り注入量 Ｑs 552 ℓ 331 ℓ 884 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 884/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.732 14.93

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 4.932 20.93 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

＝ 8.04 本

＝ 55.25 分

＝ 3.86 分

＝ 94.04 分

3.732

1.200

　　　＝ 0.62 日

Ｔ1＝ 14.00 分
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注入箇所 【 M307-4 】 発進到達立坑【下流側】

[１] 薬液注入量（二重管ストレーナ複相方式）

　Ｖ＝V1 ＋ V2
　　ここに　Ｖ：注入量(kl)
　　　V1：一次注入量(kl) 注入面積 7.767 ｍ

2
1本当り注入量 Ｑs

       　＝注入対象土量×一次注入率λ1 注入本数 8 本 Ｑs1＝一次注入量/注入本数×1000
　　　V1：二次注入量(kl) 注入セット 2セット Ｑs2＝二次注入量/注入本数×1000
       　＝注入対象土量×二次注入率λ2

注入対象 注入高 　　薬液注入率 λ 　　　　　薬液注入量　V
土 質 名 Ｎ  値 土量　ｖ ｈ Ｌo 一次 λ1 二次 λ2 一次（瞬結）V1 二次（緩結）V2 注入量 V

(ｍ3) (ｍ) (ｍ) (％) (％) (kl) (kl) (kl)

粘性土  0～ 4 17.880 2.302 18.7 9.3 3.344 1.663 5.007

粘性土  4～ 8 16.0 8.0

砂質土  0～10 5.421 0.698 16.2 24.3 0.878 1.317 2.195

砂質土 10～30 11.6 28.9

砂質土 30以上 7.0 24.5

砂礫土  0～50 14.4 21.6

砂礫土 50以上 12.6 18.9

合　計 23.301 3.000 4.582 4.222 2.980 7.202

　　1本当り注入量 Ｑs 528 ℓ 373 ℓ 900 ℓ

[２] 注入諸元

　（１）機械準備時間 Ｔ1 (分/本) （３）注入時間 Ｔ3 (分/本)

　　Ｔ3 ＝ Ｑs / ｑs
＝ 900/16ℓ

　（２）削孔時間 Ｔ2 (分/本)
　　ｑs：単位時間当り注入量＝16 ℓ

　　　　Ｔ2 ＝ Σ( γ1 × Lo )

土 質 名 γ1 削孔長 削孔時間 （４）土被り引抜時間 Ｔ4 (分/本)
(分/ｍ) Ｌo(ｍ) Ｔ2(分)

　　Ｔ4 ＝ ( 削孔長－注入高 )× γ2
粘性土 4.0 3.382 13.53

砂質土 5.0 1.200 6.00 　　γ2：土被り引抜の単位作業時間＝2 分

砂礫土 8.0

合　計 4.582 19.53 分 （５）１本当り施工時間 Ｔs (分/本)

　　Ｔs ＝ Ｔ1＋Ｔ2＋Ｔ3＋Ｔ4

　※トラック運転日数 （６）１日当り施工本数 Ｎ (本/日)

　日数 ＝ 総注入量(kl) ／ （１本当りの注入量(kl)×１日当りの施工本数） 　　Ｎ  ＝ ( 60×Ｈ ) / Ｔs × 2セット

　　Ｈ ：注入設備の１日当り実作業時間＝6.3 時間

3.382

1.200

　　　＝ 0.98 日 ＝ 8.13 本

＝ 56.25 分

＝ 3.16 分

＝ 92.94 分

Ｔ1＝ 14.00 分
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基幹

7 箇所

3.80 ＝ 3.80 3.80 ｍ

1.20 ＝ 1.20 1.20 ｍ

0.00 + 1.00 ＝ 1.00 1.00 ｍ

3.49 ＝ 3.49 3.49 ｍ

1.20 ＝ 1.20 1.20 ｍ

0.00 + 1.00 ＝ 1.00 1.00 ｍ

3.81 ＝ 3.81 3.81 ｍ

1.20 ＝ 1.20 1.20 ｍ

0.00 + 1.00 ＝ 1.00 1.00 ｍ

3.83 ＝ 3.83 3.83 ｍ

1.20 ＝ 1.20 1.20 ｍ

0.00 + 1.00 ＝ 1.00 1.00 ｍ

14.93 ｍ

4.80 ｍ

4.00 ｍ

23.73 ｍ

摘要

・観測井戸設置工

名　　　称 種　　別 数量

観測井戸設置工 M40201-1

　機械ボーリング 粘土・シルト

単位

　　φ66mm 砂・砂質土

　機械ボーリング 粘土・シルト

観測井戸設置工 M307-3

観測井戸設置工 M307-2

　機械ボーリング 粘土・シルト

礫混じり・土砂

　　φ66mm 砂・砂質土

【 地盤改良工・観測井戸数量計算 】

　　φ66mm 砂・砂質土

礫混じり・土砂

礫混じり・土砂

礫混じり・土砂

観測井戸設置工 M307-1

　機械ボーリング 粘土・シルト

　　φ66mm 砂・砂質土

合計数量

粘土・シルト

礫混じり・土砂

砂・砂質土
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全　体 １本当り １日当り トラック
注入材料 注入材料 施工本数 損料
使用量Ｑ 使用量Ｑs ｎ

(ｋ㍑) (ｋ㍑) (本/日) (日)

M40201-1 到達人孔【上流側】 4.920 0.820 8.36 0.72 基幹

M307-1 発進到達立坑【下流側】 6.914 0.864 8.28 0.97 基幹

M307-1 発進到達立坑【上流側】 6.731 0.841 8.44 0.95 基幹

M307-2 両発進立坑【下流側】 8.848 0.804 8.44 1.30 基幹

M307-2 両発進立坑【上流側】 6.904 0.863 8.12 0.99 基幹

M307-3 両到達立坑【下流側】 4.355 0.871 8.06 0.62 基幹

M307-3 両到達立坑【上流側】 4.418 0.884 8.04 0.62 基幹

M307-4 発進到達立坑【下流側】 7.202 0.900 8.13 0.98 基幹

7.15 ×１．３
供用日 9.29

0.00

薬注トラック損料日数

注入位置

基幹　トラック損料日数合計

備考

市費　トラック損料日数合計
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・ マ ン ホ ー ル 工

(組立マンホール)

【C工区】
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数　量

組立1号マンホール 箇所 4 4

組立マンホール工

　マ ン ホ ー ル 工 集 計 表 　

レベル3(種別) レベル4(細別) レベル5(規格) 単位 数量区分
合 計 摘 要
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組立1号マンホール集計表

４箇所   

工    種 細    目 形  状 ・ 寸  法 単位 数    量 摘      要 工    種 細    目 形 状・寸 法 単位

蓋 受 枠 共  T-25 組 4  900mm×1500mm 個

 T-14 組 躯    体 足掛金物付  900mm×1800mm 個

底    版 個

調 整 金 具  25mm 個 3 削    孔 推進用ＨＰ 推進用ＶＭ 副管

 45mm 個 1 φ 100 mm用 箇所

調整リング  600mm×50mm 個 φ 150 mm用 箇所

 600mm×100mm 個 2 φ 200 mm用 箇所

 600mm×150mm 個 2 φ 250 mm用 箇所

斜    壁 足掛金物付  600mm×900mm×300mm 個 3 φ 300 mm用 箇所

 600mm×900mm×450mm 個 1 φ 350 mm用 箇所

 600mm×900mm×600mm 個 φ 400 mm用 箇所 2 3

φ 450 mm用 箇所

直    壁 足掛金物付  900mm×300mm 個 1 φ 500 mm用 箇所

 900mm×600mm 個 底 部 工 インバート工 箇所

 900mm×900mm 個 嵩上げコンクリート ｍ

 900mm×1200mm 個 1 ブロック 3.0＜ Ｈ ≦4.0 箇所

据 付 工

 900mm×1500mm 個 1 4.0＜ Ｈ ≦5.0 箇所

 900mm×1800mm 個 2 5.0＜ Ｈ ≦6.0 箇所

踊場直壁  900mm×600mm 個 可とう継手 組立1号マンホール用 推進管VMφ400用 個

躯    体 足掛金物付  900mm×600mm 個 組立1号マンホール用 推進管HPφ400用 個

 900mm×900mm 個 防護リング 推進管VMφ400用 個

 900mm×1200mm 個 推進管HPφ400用 個

数    量 摘     要

4

4
本　　管

5

1

4

7

3

0.3

3

1
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3.0 4.0 5.0

～ ～ ～ 踊場

直壁

4.0 5.0 6.0

ｍ mm 以下 以下 以下

ｍ ｍ 箇所 箇所 箇所 mm ｍ ｍ mm ｍ 組 組 個 個 mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 箇所 個 個 mm

12.41 400 VM用 VM用 18-8-25BB

VM 1 1 1 7 1 1 1 1 1 1 2 2 58

3.667 8.743 400 VM 8.793 0.050

12.91 400 VM用 VM用 18-8-40BB

VM 1 1 1 35 1 1 1 1 1 1 2 2 208

3.995 8.915 400 VM 8.935 0.020

13.01 400 VM用

VM 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 2

4.014 8.996 400 VM 9.096 0.100

12.71 400 VM用 VM用 18-8-25BB

VM 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 HP用 HP用 58

3.564 9.146 400 HP 9.196 0.050 2 2

3 1 4 3 1 2 2 3 1 0 1 1 2 4 4 4 8 6 324

 直          壁

1500

底
版

躯体ブロック
可
と
う
継
手

防
護
リ
ン
グ

307 M307-2

イ
ン
バ
ー

ト
工

1500

嵩

上

げ

コ

ン

ク

リ
ー

ト

1200

307 M307-1

1800

600

300 600 900 1200600

307

600 90050 100
人孔深

Ｔ
｜
25

Ｔ
｜
14

管底高 25

管
底
高

1800

斜　壁

150 300 450

合    計

307 M307-3

M307-4

調整リング

落
差

管
径

落
差

タ
イ
プ

45

蓋受枠

組立1号マンホール数量計算書

路  線
番  号

人 孔
番 号

地盤高
流 出 管 人孔深別分類 流     入     管 副         管  人  孔  ブ  ロ  ッ  ク   （  足  掛  金  物  付  ）

備
　
考

管  径

管
　
種

管
径

管
種

調整金具

調
整
高
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名　　称 単位 数　量

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 1/4×π×0.900＾2×(0.170+0.400/2)×100 ＝ 23.538 m3
18-8-25BB

-1/4×π×0.400＾2 / 2 ×0.900×100 ＝ -5.655 m3

合計 ＝ 17.883 m3 18

上塗りモルタル 1/4×π×0.900＾2×100 ＝ 63.617 m2
1:2 t=2cm

-0.400×0.900×100 ＝ -36.000 m2

1/2×π×0.400×0.900×100 ＝ 56.549 m2

合計 ＝ 84.166 m2 84

100箇所当り　組立1号マンホール 底部工(本管φ400用)　単位数量計算書

計　　　　算　　　　　式
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名　　称 単位 数　量

コンクリート 1/4×π×1.100＾2×10.0 ＝ 9.503 m3 9.5
18-8-40BB

（18-8-25BB）

型枠 π×1.100×10.0 ＝ 34.558 m2 34.6

10ｍ当り　嵩上げコンクリート(組立1号マンホール用)　単位数量計算書

計　　　　算　　　　　式
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・ 付 帯 工

【C工区】
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種別 細別 種目･形状寸法 単位
M40201-

1
M307-1 M307-2 M307-3 M307-4 計 備考

舗装撤去工 舗装版切断 ｔ≦15cm m 9.7 15.4 5.0 30.1 

（基幹） 舗装版破砕
アスファルト舗装

ｔ≦10cm m2 21.3 61.7 7.5 90.5 

殻運搬処理 As殻 m3 1.1 3.0 0.4 4.5 

舗装復旧工 不陸整正 補足材なし m2 21.3 61.7 16.8 99.8 

（基幹） 表層
　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)
　t=5cm m2 21.3 61.7 7.5 90.5 

砕石舗装 　RC-40 t=10cm m2 9.3 9.6 9.3 28.2 

下層路盤工 t=100 RC-40 m2 21.0 61.7 7.5 90.2 

舗装復旧工 不陸整正 補足材なし m2 1440.0 1440.0 

（市費） 表層
　改質AS　密粒(20)Ⅱ型
　t=5cm m2 100.0 100.0 

基層
　粗粒度AS　密粒(20)
　t=5cm m2 100.0 100.0 

上層路盤工 　M-30 t=10cm m2 100.0 100.0 

下層路盤工 　RC-40 t=140cm m3 100.0 100.0 

排水構造物工 集水桝 500 × 500 × 700 箇所 1 1 

自由勾配側溝 Ｂ300-Ｈ400 m 4.8 4.8 

構造物撤去工 自由勾配側溝 Ｂ300-Ｈ400（再利用） m 5.4 5.4 

付帯工(舗装)集計表
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 実線 (白)

区画線設置工 W=15cm ｍ 21.00

 実線 (黄)

W=15cm ｍ

 停止線 (白)

W=30cm ｍ

 停止線 (白)

W=45cm ｍ

 横断線 (白)

W=45cm ｍ

 ＋字交差点 (白)

W=15cm換算 ｍ

 記号 (]・白)

W=15cm換算 ｍ

 文字 (止まれ・白）

W=15cm換算 ｍ

 文字 (40・黄）

W=15cm換算 ｍ

 消火栓表示 (黄)

W=15cm ｍ

 付帯工(区画線・道路付属物)集計表 
Ｎｏ．１ 

工　　　種 細　　　　　目 単 位 数　量 適　　　　　要
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(4/12)

実線・白 実線・黄 停止線･白 停止線･白 横断線･白 記号・白 記号・白 文字・白 文字・黄 消火栓・黄 ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ 歩車道境界BL

路線番号 W=15cm W=15cm W=30cm W=45cm W=45cm W=15cm換算(+) W=15cm換算(]) w=15cm換算(止まれ) 40 W=15cm 撤去復旧 撤去復旧 撤去復旧

(m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m)

M40201-1 8.80

M307-1 12.20

小　計 21.00

合　計 21.00

 区画線・道路付属物数量計算書 
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舗装撤去工

舗装版切断 cm

t=15cm以下

× 2 ＝ m

舗装版破砕 × ＝ m
2

t=10cm以下

路盤掘削 × × ＝ m
3

t=2cm

殻運搬処理 × × ＝

× × ＝

＝ m
3

発生土処理 ＝ m
3

舗装復旧工

不陸整正 × ＝ m
2

表層 × ＝ m
2

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)

t=5cm

Ｖ1＝ 4.85 4.40 0.05 1.067

Ｖ＝

21.340 21.34

4.85 21.34Ａ＝ 4.40 21.340

Ａ＝ 4.85 4.40

Ｖ＝

Ｖ2＝

計 1.067 1.07

車道 Ａ1＝ 4.85 4.40 21.340 21.34

車道 Ｌ1＝ 4.85 9.700 9.70

道路種別 車道 ｔ＝ 5

M40201-1 計算書 1/1

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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舗装撤去工

舗装版切断 cm

t=15cm以下

+ +

＝ m

付帯工図（1/3）より

舗装版破砕 ＝ m
2

t=10cm以下 (内、A=3.43m2は仮舗装

(M307-1 発進到達立坑築造工集計表より)

路盤掘削 × ＝ m
3

t=2cm

殻運搬処理 - × ＝

× ＝

＝ m
3

発生土処理 ＝ m
3

舗装復旧工
付帯工図（1/3）より

不陸整正 ＝ m
2

表層 ＝ m
2

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)

t=5cm

0.07

Ａ＝

Ｖ＝ 0.069 0.069

61.70 61.700 61.70

Ａ＝ 61.70 61.700 61.70

計 3.017 3.02

Ｖ＝ 0.02 0.069 0.07

Ｖ2＝ 3.43 0.03 0.103

Ｖ1＝ （61.70 3.43） 0.05 2.914

3.43

算　　　　　式

車道 Ｌ1＝ 5.20 5.20 5.00

道路種別 車道 ｔ＝ 5

15.400

M307-1　計算書 1/1

数　　量

車道 Ａ1＝ 61.70 61.700

15.40

名　　称

61.70
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排水構造物工

集水桝 1 ＝ 箇所

(500×500×700)

自由勾配側溝 ＋ ＝ m

(B300-H400)

構造物撤去工

自由勾配側溝撤去 ＝ m

1 1

Ｌ＝ 4.8 4.81.2 3.6

Ｎ＝

Ｌ＝ 5.4 5.4 5.4

M307-1　計算書 2/2

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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舗装撤去工

舗装版切断 cm

t=15cm以下

＝ m

舗装版破砕 ＋ ）

t=10cm以下

× ＝ m
2

殻運搬処理 × ＝

× × ＝

＝ m
3

舗装復旧工

不陸整正 ＋ × ＝

× ＝

＝ m
2

表層 ＋ × ＝ m
2

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)

t=5cm

砕石舗装 × ＝ m
2

t=10cm

Ａ＝ 3.10 3.00

Ａ＝ 3.10 3.00 9.300

計 16.800

1.70　) 5.00

0.38計 0.375

9.30

Ａ＝ 1.30 7.500

Ａ＝ 1.30 7.500 7.50

1/2 ×( 1.70　) 5.00

9.300

16.80

1/2 ×(

Ｖ1＝ 7.50 0.05 0.375

Ｖ2＝

5.00 7.500 7.50

車道 Ａ1＝ 1.301/2 ×( 1.70

M307-2 計算書 1/1

名　　称 算　　　　　式 数　　量

車道 Ｌ1＝ 5.00 5.000 5.00

道路種別 車道 ｔ＝ 5
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舗装撤去工

舗装版切断 cm

t=15cm以下

+ + +

＝ m

舗装版破砕 ＝ m
2

t=10cm以下

殻運搬処理 × ＝

× × ＝

＝ m
3

舗装復旧工

砕石舗装 × ＝ m
2

t=10cm

計

Ｖ2＝

Ａ＝ 3.20 3.00 9.600 9.60

車道 Ａ1＝

Ｖ1＝

車道 Ｌ1＝

道路種別 車道 ｔ＝

M307-3 計算書 1/1

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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舗装撤去工

舗装版切断 cm

t=15cm以下

+ + +

＝ m

舗装版破砕 ＝ m
2

t=10cm以下

殻運搬処理 × ＝

× × ＝

＝ m
3

舗装復旧工

砕石舗装 × ＝ m
2

t=10cm

Ａ＝ 3.10 3.00

計

9.309.300

Ｖ2＝

Ｖ1＝

車道 Ａ1＝

車道 Ｌ1＝

道路種別 車道 ｔ＝

M307-4 計算書 1/1

名　　称 算　　　　　式 数　　量
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名　　称 単位 数　量

コンクリート 0.80×0.80×0.85 ＝ 0.544 ｍ3
18-8-25BB

-0.50×0.50×0.70 ＝ -0.175 ｍ3

-0.30×0.35×0.15×3 ＝ -0.047 ｍ3

合計 ＝ 0.322 ｍ3

0.322×10 ＝ 3.220 ｍ3 3.2

型枠 0.80×0.85×4 ＝ 2.720 ｍ2

0.50×0.70×4 ＝ 1.400 ｍ2

-0.30×0.35×6 ＝ -0.630 ｍ2

(0.35×2+0.30)×0.15×3 ＝ 0.450 ｍ2

合計 ＝ 3.940 ｍ2

3.940×10 ＝ 39.400 ｍ2 39

グレーチング蓋 T-25 細目 ＝ 10 組 10
500×500用

均しコンクリート 0.90×0.90×10 ＝ 8.100 ｍ2 8.0
18-8-40BB,t=10cm

0.90×0.90×0.10×10 ＝ 0.810 ｍ3 0.8

均し型枠 0.10×0.90×4×10 ＝ 3.600 ｍ2 3.6

基面整正 0.90×0.90×10 ＝ 8.100 ｍ2 8

10箇所当り　集水桝(500×500×700) 単位数量計算書
計　　　　算　　　　　式
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名　　称 単位 数　量

自由勾配側溝 L=2000 本 5.0
B300-H400

(再利用)

側溝蓋 L=500 枚 10
B300用

(再利用)

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ 0.30×0.10×10.00 ＝ 0.300 ｍ3 0.3
18-8-25BB

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.51×0.05×10.00 ＝ 0.255 ｍ3 0.3
18-8-25BB

型枠 0.05×2×10.00 ＝ 1.000 ｍ2 1.0

均しコンクリート 0.51×10.00 ＝ 5.100 ｍ2 5.0
18-8-40BB,t=10cm

0.51×0.10×10.00 ＝ 0.510 ｍ3 0.5

均し型枠 0.10×2×10.00 ＝ 2.000 ｍ2 2.0

基面整正 0.51×10.00 ＝ 5.100 ｍ2 5.0

計　　　　算　　　　　式

10m当り　自由勾配側溝(B300-H400) 単位数量計算書
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